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平
成
三
十
年
秋

［
発
行
］
十
月
吉
日

代
宮
家

（
錦
田
）

よ

こ

や

立
虫
神
社
秋
祭
・

幣
殿
拝
殿

竣
功
奉
告
祭
の
ご
案
内

謹
啓

錦
秋
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
当
神
社
の
護
持
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
立
虫
神
社
幣
殿
拝
殿
の
全
改

築
工
事
、
境
内
の
環
境
整
備
事
業
に
際
し

ま
し
て
は
、
併
川
地
区
の
氏
子
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
に
格
別
の
御
奉
賛
を
賜
り

ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
昭
和
四
八
年
以
来
、

四
十
五
年
ぶ
り
の
幣
殿
拝
殿
の
お
建
て
替

え
を
完
遂
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま

も
な
く
当
社
の
歴
史
上
例
を
見
な
い
秀
麗

な
御
殿
が
御
神
前
に
立
ち
現
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
と
お
り
、
諸

祭
儀
、
行
事
を
お
仕
え
申
し
上
げ
ま
す
。

嘉
日
は
ど
な
た

様
も
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、

お
参
り
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

末

筆

な

が

ら
、
皆
様
の
前

途
が
い
よ
い
よ

お
健
や
か
で
幾
久
し
く
栄
え
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
日宮

司

謹
白

記

一
、
湯
立
神
事
・
大
殿
祭

ゆ

だ

て

お

お

と

の

の

ほ

が

い

十
一
月
九
日
（
金
）

午
後
６
時
～
午
後
８
時
頃

○
新
殿
を
祓
い
清
め
、
建
物
の
御
魂

を
鎮
め
永
久
の
安
泰
を
祈
り
ま
す
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二
、
子
祷
神
事
・
氏
子
入
り

奉
告
祭

十
一
月
十
日
（
土
）

午
後
３
時
～
午
後
４
時
頃

平
成
二
十
九
年
の
八
月
一
日
か
ら

今
年
の
八
月
三
十
一
日
頃
ま
で
に
誕

生
さ
れ
た
子
供
さ
ん
と
そ
の
家
族
が

参
拝
し
、
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り

し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
秋
祭
り
以

後
、
こ
の
地
に
住
ま
い
さ
れ
、
氏
子

入
り
さ
れ
た
皆
様
に
も
御
昇
殿
い
た

だ
き
ま
す
。

三
、
秋
祭
り
前
夜
祭

（
深
津
一
統
・
竹
内
一
統
祭
）

十
一
月
十
日
（
土
）

午
後
６
時
・
午
後
７
時
頃

大
正
九
年
に
合
祀
さ
れ
た
客
神
社

に
ゆ
か
り
深
い
千
家
の
竹
内
一
統
、

古
く
か
ら
万
九
千
社
に
ゆ
か
り
深
い

神
立
の
深
津
一
統
が
参
集
し
ま
す
。

大
祭
り
の
前
夜
に
、
諸
祭
儀
を
恙
な

く
齋
行
す
る
旨
を
神
々
に
奉
告
し
祈

念
し
ま
す
。

四
、
秋
の
大
祭
り
（
兼
）

幣
殿
拝
殿
竣
功
奉
告
祭

十
一
月
十
一
日
（
日
）

●
祭

典
午
前
８
時
３
０
分

～

９
時
３
０
分
頃

秋
の
大
祭
に
併
せ
、
新
し
い
社
殿

の
竣
功
を
氏
神
さ
ま
に
ご
奉
告
し
、

皆
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
祭
り
で
最
も
重
要
な
祭
典
で
す
。

宮
司
以
下
の
神
主
・
氏
子
代
表
が
昇

殿
し
、
古
式
に
則
っ
て
厳
か
に
御
奉

仕
し
ま
す
。

御
神
前
に
た
く
さ
ん
の
お
供
え
物

を
し
て
神
さ
ま
を
お
も
て
な
し
し
ま

す
。
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
皆
が

の

り

と

玉

串

を

捧

げ

て

感

謝

の

気

持

ち

を
表
し
、

人

々

の

幸

を

祈

り
ま
す
。
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●
御
神
幸(

み
ゆ
き)

・
祷
練
り

ご

し
ん
こ
う

と
う
ね

・
子
供
御
輿(

氏
子
小
学
一
年
生)

午
前
９
時
３
０
分
～

正
午
頃

《
神
幸
路
》

神
社
出
御

→

千
家
の
客
神
社
元
宮

→
神
社
へ
還
御

一
年
に
一
度
、
御
神
輿
に
遷
ら
れ

お

み

こ

し

た
氏
神
さ
ま
の
御
霊
が
、
氏
子
の
暮

み

た

ま

ら
す
神
立
千
家
の
地
に
お
出
ま
し
に

な
ら
れ
ま
す
。

皆
の
暮
ら
し
や
地
域
の
繁
栄
ぶ
り

を
ご
覧
に
な
り
、
穏
や
か
で
幸
の
多

い
暮
ら
し
へ
と
お
か
げ
を
授
け
ら
れ

る
神
事

で
す
。

練
り
歩
く
行
列
の
先
導
役
は
、

猿
田
比
古
命
。
悪
霊
を
祓
い
、
大
地

さ

る

た

ひ

こ

の

み

こ

と

を
鎮
め
よ
う
と
、
青
竹
を
振
り
回
し

て
走
り
回
る
番
内
さ
ん
。
幸
多
か
れ

ば
ん
な
い

と
御
神
酒
を
ふ
る
ま
う
茶
立
姫
。
無

ち
ゃ
た
て
ひ
め

病
息
災
を
祈
願
し
、
恐
い
顔
で
ゆ
っ

く
り
と
進
む
御
獅
子
…
。

主
役
の
氏
神
さ
ま
は
、
神
和
会
、

千
親
会
、
小
学
一
年
生
が
心
を
込
め

て
お
ひ
き
す
る
御
神
輿
に
の
っ
て
進

ま
れ
ま
す
。

正
午
頃
、
氏
神
さ
ま
の
御
霊
は
本

殿
へ
還
ら
れ
、
獅
子
の
拝
が
行
わ
れ

ま
す
。

五
、
奉
祝
行
事

十
一
月
十
一
日
（
日
）

午
後
１
時

～

５
時
頃
ま
で

●
午
後
１
時
～

出
雲
神
楽
（
七
座
）

『
清
米
（
き
よ
め
）
』

『
四
方
剣
（
し
ほ
う
け
ん
）
』

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

木
の
香
も
芳
し
い
御
殿
を
神
主
神
楽

の
伝
統
に
則
っ
て
祓
い
清
め
ま
す

●
午
後
２
時
頃
～

『
浦
安
の
舞
（
う
ら
や
す
の
ま
い
）
』

神
立
千
家
の
氏
子
小
学
生
女
子
有
志

天
地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の

あ
め
つ
ち海

の
ご
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を

昭
和
八
年
に
昭
和
天
皇
が
詠
ま
れ
た

御
製
で
す
。『
浦
安
の
舞
』
は
、
こ
の

和
歌
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
想
い
を
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歌
舞
に
託
し
た
巫
女
舞
で
す
。
新
し
い

社
殿
の
竣
功
を
お
祝
い
し
、
稽
古
を
重

ね
て
き
た

氏
子
の
小

学
生
が
心

を
込
め
て

奉
納
し
ま

す
。

●
午
後
２
時
３
０
分
頃
～

出
雲
神
楽
（
七
座
）

『
悪
切
（
あ
く
ぎ
り
）
』

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

剣
を
持
っ
て
激
し
く
舞
い
奏
で
る
一

人
舞
。
剣
の
威
力
で
邪
霊
を
切
り
伏
せ
、

新
殿
を
こ
の
上
な
く
祓
い
清
め
ま
す
。

●
午
後
３
時
頃
～

こ
ど
も
神
楽

『
す
さ
の
お
の
み
こ
と
の

や
ま
た
の
お
ろ
ち
退
治
』

あ
い
川
保
育
園
の
皆
さ
ん

毎
年
秋
祭
り
恒
例
、
大
人
気
の
こ
ど

も
神
楽
。
か
わ
い
い
園
児
た
ち
は
地
域

の
宝
物
…
竣
功
祭
が
一
層
賑
わ
い
、
華

や
ぎ
ま
す
。

●
午
後
３
時
４
０
分
頃
～

出
雲
神
楽
（
神
能
）

『
八
戸
（
や
と
）』
八
岐
大
蛇
退
治

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

当
社
中
に
よ
る
圧
倒
的
な
迫
力
の
神

能
「
八
岐
大
蛇
退
治
」
。
神
人
和
楽
の

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

●
午
後
４
時
３
０
分
頃

・
挨
拶
（
宮
司
）

・
万
歳
三
唱
（
総
代
長
）

◎

餅
撒
き

●
神
事
華
倒
し
と
争
奪
戦

協
賛
／
神
和
会
・
千
親
会

大
祭
り
の
締
め
く
く
り
、
こ
の
日
の

最
高
潮
を
迎
え
ま
す
。乞
う
、
ご
期
待
！

※
境
内
が
最
も
賑
わ
う
の
は
午
後
２

時
頃
か
ら
夕
方
で
す
。

お
知
ら
せ

七
五
三(

紐
お
と
し
・
帯
直
し)

ご
案
内

既
に
ご
案
内
中
の
方
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
な
た
で
も
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
。

日
程
調
整
の
う
え
で
、
御
祈
願
致
し
ま
す
。

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）


